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青
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厚
　
子

薬
飲
む
父
す
ぐ
そ
ば
に
君
子
蘭

竹
　
内
　
幸
　
子

ふ
る
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と
の
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あ
ち
ゃ
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桜
咲
き
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け
り

飯
　
村
　
昭
　
子

黄
水
仙
み
ん
な
私
の
方
を
向
く

今
　
瀬
　
多
代
美

終
ひ
風
呂
ゆ
っ
た
り
と
聞
く
初
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仲
　
田
　
ま
ち
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走
り
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い
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い
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瀧
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閉
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切
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け
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被
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森
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農
夫
と
な
り
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待
て
り

瀬
　
谷
　
博
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北
傾
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ぜ
ん
ま
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採
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思
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や
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岩
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金
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谷
澄
み
て
鷹
飛
び
た
ち
て
鳴
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残
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田
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元

田
植
終
え
和
む
夕
べ
の
酒
美
味
し

富
　
田
　
多
　
蔵

春
一
日
燃
え
た
つ
草
を
拔
き
お
れ

ば
冬
眠
蛙
が
腹
を
出
し
お
り

大
　
森
　
久
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介
護
未
だ
受
け
ず
に
暮
せ
る
日
々
な

れ
ど
物
忘
れ
激
し
く
迫
れ
る
覚
ゆ

佐
　
川
　
あ
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白
髪
の
増
ゆ
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想
ひ
に
北
風

き

た

吹
け

ば
干
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大
根
の
渇
き
の
早
し

杉
　
山
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幾
た
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を
祝
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く
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し
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誕
生
日

愛
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灯
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デ
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べ
り
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の
病
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に
手
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せ
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と
ふ

も
死
の
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に
み
な
石
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ご
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だ
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山
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読
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ぬ
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眠
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山
の
青
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の
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其
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真
っ
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山
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な
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山
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花
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ぐ
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見
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宴
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田
　
こ
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人
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の
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会
で
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味
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な
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新
緑
の

緑
の
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こ
の
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空
気

岩
　
下
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我
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家
を
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こ
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き
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山
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飾
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山
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市
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強
風
は
杉
の
巨
木
を
倒
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た
り
裂

け
た
る
幹
の
香
の
な
ま
な
ま
し
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美

ゆ
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ゆ
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と
風
吹
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ま
ま
に
揺
れ
な

が
ら
柳
は
そ
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れ
方
異
に
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片
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和
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大
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風
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」
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桜
花

さ
く
ら

を
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人
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愛
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花
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り
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愛
　
子

苺
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り
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放
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に

張
り
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は
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園
内
を
飛
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廻
り
を
り

多
　
田
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子
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あ
け
に
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た
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ま

の
い
と
お

し
き
声
に
押
さ
れ
て
仕
事
を
始
む

坪
　
井
　
き
よ
子

水
仙
の
群
れ
は
恰あ

た
か

も
春
の
使
者
子

球
を
連
れ
て
今
年
も
来
た
る

萩
　
谷
　
登
喜
子

小
雨
降
る
浄
土
ヶ
浜
に
観
光
船
を

追
い
て
か
も
め
は
入
り
乱
れ
飛
ぶ

冨
　
田
　
佐
智
子

禿
げ
頭
無
賃
乗
車
の
蝿
止
ま
り

青
　
木
　
新
三
郎

主
語
の
な
い
会
話
が
弾
む
老
夫
婦

北
　
野
　
　
　
武

夏
川
で
は
し
ゃ
ぐ
子
等
見
る
父
の
顔

永
　
井
　
英
　
陽

の
し
か
か
る
雲
へ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
白
い
息

中
　
島
　
芳
　
春

名
物
を
食
べ
た
く
な
っ
て
途
中
下
車

山
　
本
　
隆
　
荘

「
桜
田
門
外
の
変
」
映
画
化

先
日
新
聞
に
水
戸
市
民
の
有

志
が
「
桜
田
門
外
の
変
」
を
題
材

に
し
た
映
画
作
り
を
進
め
て
い

る
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。吉

村
昭
原
作
の
『
桜
田
門
外

ノ
変
』
を
映
画
化
す
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
が
、
井
伊
大
老
襲
撃

を
決
行
し
た
18
名
の
中
に
は
城

里
町
か
ら
鯉
淵
要
人
（
旧
上
古

内
村
）
と
増
子
金
八
（
旧
石
塚

村
）
の
２
名
が
参
加
し
て
お
り
、

ま
た
、
こ
の
小
説
の
中
に
は
、

同
じ
水
戸
藩
で
旧
孫
根
村
出
身

の
加
藤
木
賞
三
の
名
前
も
再
三

登
場
し
て
い
ま
す
。

小
説
は
、
井
伊
大
老
襲
撃
の

指
揮
を
執
っ
た
関
鉄
之
介
を
主

人
公
に
こ
の
事
件
を
描
い
て
お

り
ま
す
。
彼
は
江
戸
で
の
争
闘

の
の
ち
、
実
に
１
年
８
ヶ
月
余

り
の
間
、
支
援
者
の
所
な
ど
を

転
々
と
し
つ
つ
身
を
潜
め
、
追

っ
手
を
逃
れ
新
潟
県
関
川
村
の

荒
川
峡
ま
で
辿
り
着
き
ま
す

が
、
最
期
は
水
戸
藩
吏
に
よ
っ

て
捕
縛
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も

こ
の
荒
川
峡
を
通
っ
た
事
が
あ

り
ま
す
が
、
潜
行
し
な
が
ら
よ

く
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
辿

り
着
い
た
も
の
だ
と
感
心
す
る

と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
人
は

意
外
と
広
範
囲
の
交
友
関
係
を

持
っ
て
い
て
、
情
報
通
信
網
の

発
達
し
た
現
代
の
人
達
よ
り
も

濃
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
桜
田
門
外
の
変
」
に
つ
い

て
、
評
価
は
様
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
司
馬

太
郎
は
自
ら

の
著
書
『
幕
末
』
の
な
か
で
、

「
斬
ら
れ
た
井
伊
直
弼
は
、
そ

の
最
も
重
大
な
歴
史
的
役
割

を
、
斬
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

果
た
し
た
。
三
百
年
幕
軍
の
最

精
鋭
と
い
わ
れ
た
彦
根
藩
は
、

十
数
人
の
浪
士
に
斬
り
こ
ま
れ

て
惨
敗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

倒
幕
の
推
進
者
を
躍
動
さ
せ
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
維
新
の
招

来
を
早
め
た
と
い
え
る
。」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
志
を
持
ち
、

戦
い
、
散
っ
て
い
っ
た
者
達
の

行
い
と
尊
い
命
が
歴
史
を
動
か

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の

魂
は
救
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

映
画
製
作
の
成
功
を
祈
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。


